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日

本
原

電
は

昨
年

11月
に

20年
延

長
申

請
し
ま
し
た
。「

再
稼
動

に
直
結
す

る
も

の
で
な
い
」と

い
っ
て

い
ま
す
が
、

多
額

の
費
用

を
使

い
特

別
点

検
を

す
る

な
ど

、
再
稼

動
の

意
思

を
持

っ
て

い
る

こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
 

 
１

９
７
０

年
代

初
頭

の
「

設
計

」
で

作
ら

れ
、
電

力
他

社
と

比
べ

て
も

機
器

故
障

・
ト
ラ

ブ
ル

が
飛

び
ぬ

け
て

多
い

東
海

第
二
原

発
の

再
稼

働
・

運
転

延
長

申
請

に
、
市

民
か

ら
怒

り
、

不
安

の
声

が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
 

 
梶

山
副
市

長
 

東
海

第
二

発
電

所
を

巡
る

課
題
に

つ
い

て
は

高
度

な
判

断
が

必
要

。
今
後

安
全

性
に

係
る

審
査

結
果

や
国

の
判
断

を
踏

ま
え

、
県

や
関

係
自

治
体

と
協
議

、
議

会
や

市
民

の
声

に
耳

を
傾

け
、
慎
重
に
対
応
す
る

。
 

 
大

曽
根

議
員

 
市

長
は

18万
市

民

の
生

命
・
安

全
を

守
る

た
め

、
再

稼
働
 

                

・
運

転
延

長
に

反
対

の

意
思
を

表
明
す
べ
き
で
す
。
 

 安
全

協
定

の
見
直

し
に

つ
い
て
 

議
会

や
住

民
に
公

開
を
 

  
原
子

力
所

在
地

域
懇

談
会

が
求

め
て

い
た
、安

全
協
定
の
見
直
し
に
つ

い
て
、

報
道
に

よ
る

と
新

協
定

案
は

「
実

質
的

事
前
了

解
は

６
市

村
が

新
た

に
同

等
に

確
保
し

た
権

限
」

と
明

記
さ

れ
た

。
同

時
に
あ

い
ま

い
な

表
現

、
部

分
も

あ
る
 

          

と
報
じ

ら
れ
て
い

ま
す
。「

６
市
村
の

納

得
が

再
稼

動
の

前
提
条

件
だ

」
と

明
確

に
規
定

さ
れ
て
い

る
の
で

し
ょ
う

か
。
 

 
梶

山
副

市
長

 
日

本
原

電
か
ら

は
、

事
前

協
議

に
つ

い
て
、

６
市

村
が

理
解

す
る

ま
で

説
明

を
尽
く

す
と

説
明

を
受

け
て
い

る
。
 

 
大

曽
根

議
員

 
日

本
原

電
が
何

ら
か

の
対

応
を

す
れ

ば
、
再

稼
動

に
踏

み
切

れ
る

仕
掛

け
に

な
っ
て

い
な

い
か

、
あ

い
ま

い
さ

を
残

さ
な
い

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

住
民
を

守
る

に
足

り
る

協
定

に
す

る
た

め
に
は

、
新

協
定

案
を

「
非

公
開
」で

な
く

議
会
や
住

民
に
も

公

開
す

べ
き

と
思

う
。
日

立
市

と
し

て
求

め
て
く

だ
さ
い
。

 
 東

海
第

二
原

発
の

広
域

避
難

計
画

、
実

効
性

は
 

  
避

難
計
画

の
素
案

が
示
さ

れ
、

23学

区
で

説
明

会
が
開

催
さ
れ
ま

し
た
。

 

「
日

ご
ろ

自
家

用
車

を
運

転
し
て

い
る

が
、

高
齢

で
と

て
も

福
島

ま
で
い

け
な

い
」「

避
難

先
が
な

ぜ
福

島
な
の

か
」「

保

育
園

に
子

ど
も

を
預

け
て

い
る
。

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
」

な
ど

不
安
の

声
が

続
出

し
ま

し
た
。

 

 
素

案
に
示

さ
れ
て

い
る
の

は
、

18万

市
民

が
被

曝
し

な
い

で
避

難
す
る

こ
と

で
す

。
実

効
性

に
つ

い
て

は
ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る
の

か
。
 

 
梶

山
副

市
長

 
国

が
設

置
し

た
、

地

域
原

子
力

防
災

協
議

会
作

業
部
会

に
参

画
し

、
移

動
手

段
の

確
保

な
ど
の

具
体

化
を

図
り

、
実
効

性
を
高
め

て
い
く

。
 

 
大

曽
根

議
員

 
原

発
事

故
は

、
福

島

原
発

事
故

の
よ

う
に

、
あ

る
日
突

然
巨

大
地

震
・

津
波

が
原

発
を
襲

い
、
過
酷

事
故

が
起

こ
る

。
こ

う
い
う

突
発

的
な

事
故

に
対

し
て
、

避
難

計
画

は
ど

こ
ま

で
有

効
な

の
か
疑
問

だ
。
仮

に
避

難
で
 

      
平
成

30年
度

か
ら

国
保

の
保
険
者

は
、

こ
れ

ま
で
の

市
町

村
に
都

道
府

県

が
加
わ

り
、
都
道
府

県
が
財
政

運
営

の

責
任
を
担

う
こ
と

に
な
り

ま
し
た

。
 

 
「

保
険
料

の
引

き
上
げ
に

な
る

の
で

は
な
い

か
」

と
い

う
懸
念
に

対
し

、
厚

労
省

は
「
平
成

30年
度

に
関

し
て

は
、

被
保
険
者
一
人
ひ

と
り

が
受

け
入

れ
ら

れ
る

保
険
料
負
担

と
い

う
観

点
か

ら
、

法
定
外
繰

り
入

れ
な

ど
で
、

市
町

村
は

激
変

を
生

じ
さ
せ

な
い
配
慮

を
求

め

る
」

と
の
姿
勢

を
示
し

ま
し
た

。
 

 
日

立
市

は
現
行

の
保
険
料
率
で

は
約

３
億
円

不
足

す
る

と
し

て
、

保
険
料
率
 

              

き
て

も
、
帰

れ
な

け
れ

ば
、
そ
の
損
害

は
膨

大
な

も
の

に
な
る

。
東

海
第

二
原

発
は

、
廃
炉

に
す

る
こ

と
が
一
番
合

理

的
と
考

え
ま
す

。
 

     を
引
き

上
げ

よ
う

と
し
て
い

ま
す

。
 

 

40代
夫
婦

子
ど

も
２
人

所
得

額
２

５
０

万
円

の
世
帯

で

48万
２
千
円

か

ら

54万
３
千
４
百
円

に
な

り
ま

す
。
所

得
に

対
し

て
２
割

を
超

す
異
常
な

高
額

保
険
料

で
す

。
厚
労
省

が
求

め
た

「
さ

ま
ざ

ま
の
配
慮

に
つ

い
て

」
ど

う
対

応

し
た

の
か

質
し
ま

し
た
。
 

 
保

健
福

祉
部

長
 
医
療

費
が
増
加

傾

向
の
中
で

、
平
成

25年
度
か

ら
５

年
間

保
険
料
率

を
据

え
置
い

て
き

ま
し

た
。

今
般

ど
う

し
て

も
保
険
料

を
増
額
せ
ざ

る
を

得
な

い
財
政
状
況

で
す

。
一
般

会

計
か

ら
の
繰

り
入

れ
は

、
被

保
険
者
以

外
の
方

の
税
金
を

使
う

こ
と

に
な

る
の

で
、
こ

れ
ま

で
ど
お
り

慎
重

な
対

応
が

必
要

と
考
え

て
お

り
ま

す
。

 

 
大
曽

根
議

員
 

日
立

市
は
一
人
ひ

と

り
が
受

け
入

れ
ら

れ
る

よ
う

な
保
険
料

負
担
の
観

点
か

ら
の
激
変
緩
和

の
対

応

を
し

な
か

っ
た

。
被

保
険
者

は
大
変

な

負
担

を
強

い
ら

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

国
保

は
個
人

事
業
主

、
非
正

規
労

働
者

、
高

齢
者

な
ど

立
場

の
弱

い
方

、

所
得

の
低

い
方

が
大
勢
加
入

し
て

い
ま

す
。
加
入
者

の
負
担

が
過

大
に

な
ら

な

い
よ

う
に

す
べ
き

で
す
。
 

（
裏
面
左
下
の
段

へ
続
く
）
 

日立市議会３月定例会 

 
日

立
市

議
会

平
成

30年
度

第
１

回
定

例
会

が
２

月

28日
か

ら
３

月

16日
ま

で
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
一

般
質

問
で

は
大

曽
根

議
員

が
、

(1)東
海

第
二

原
発

の
再

稼
働

中

止
を

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
、

(2)日
立

市
広

域
避

難
計

画
に

つ
い

て
、

(3)国
民

健
康

保
険

事
業

に
つ

い
て

、
小

林
議

員
は

、

(1)子
育

て
支

援

に
つ

い
て

、

(2)教
育

行
政

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
質

問
し

ま
し

た
。

 

 
提

出
さ

れ
た

主
な

議
案

は
、

平
成

30年
度

一
般

会
計

予
算

な
ど

予

算
関

係

14件
、条

例
関

係

13件
、契

約
関

係
２

件
な

ど

39件
で

し
た

。

日
本

共
産

党
市

議
団

は
、

平
成

30年
度

一
般

会
計

予
算

等

15議
案

に

反
対

し
ま

し
た

。
 

大
曽

根
議

員
の

一
般

質
問
 

東
海
第
二
原
発

 
再
稼
働
中
止
を
求
め
る

 

「原子力所在地域首長懇談会」への要請に集
まった６市村議員たち=東海村 3月29日 

「
高
す
ぎ
る
国
保
料
」
の

 
更
な
る
値
上
げ
に
反
対

! 

区　分 改定保険料 現行保険料

　モデル1
　　40代夫婦 子２人
　　所得額 250万円

543,400円 482,000円 61,400円 12.74%

　モデル2（2割低減）
　　40代夫婦 子２人
　　所得額 150万円

362,000円 321,300円 40,700円 12.67%

　モデル3（5割低減）
　　70代夫婦
　　所得額 50万円

108,600円 94,400円 14,200円 15.04%

　モデル4（7割低減）
　　70代単身

21,200円 18,800円 2,400円 12.77%

引き上げ額

モデル世帯の保険料



 

茨城北部地区委員会メールアドレス ibahoku@jcp-net.jp 

     子
ど

も
の

医
療
費

を
無

料
に
 

  
小
林

議
員

は
子

ど
も

の
医
療

費
助
成

に
つ
い

て
自
己
負
担
金

を
無

く
す

よ
う

質
問
し
ま
し
た
。
 

        
保

健
福

祉
部

長
 

県
が

０
歳

か
ら

12歳
の
入
院

と
外
来

等
と
、
中
学
生
の

入
院

に
助
成

。
市

は
所

得
制

限
を

設
け

な
い
こ

と
と

、
中

学
生

の
外
来

に
対
象

拡
大
し
、
昨
年

10月
か

ら
は
さ
ら
に
高

校
生
相
当

ま
で
拡

大
し

ま
し

た
。

昨
年

拡
大
し
た
分
の
受
給
実
績（

10月
～

12

月
）
は
、
入
院
が

15人
、
外
来

等
２
３

８
５
人

、
受
給
額
合
計

１
２
８
５

万
円

で
す
。
県
は
今
年

10月
か
ら
高
校
生
の

入
院

に
対
象
を
拡
大
し

ま
す
。
 

 
自
己
負
担
金

を
無
く

す
こ

と
は

、
県

内
７
市
町
村
で
実
施
、
一

部
実
施
が

13

市
町
（
対
象
者
は
相
違

が
あ
る
）
あ
り
、

本
市
に
お
い

て
も

検
討

課
題

の
一

つ
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 学
校

給
食

費
の
無

償
化

を
 

  
小
林

議
員

は
学
校
給
食

費
の
無
償

化

を
求
め
質
問
し
ま
し
た

。
 

 
教
育
部
長
 

本
市
で

は
、質

の
向
上
、 

    安
全

で
よ
り
お
い

し
い

学
校
給
食

の
提

供
に
努

め
て

い
る

。
材
料

費
と
な

る
学

校
給
食

費
は

保
護
者
負
担

で
す
が

、
無

償
化

に
は
約

７
億
円

の
公
費
負
担

が
必

要
で

あ
り
、

特
定
財
源

も
な

く
困

難
で

す
。他

市
町
村
の
取
組

み
を

み
な
が
ら
、

保
護
者

の
負
担
軽
減

に
向
け

た
方
策

を

多
方
面

か
ら

検
討

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

         子
ど

も
の

貧
困
対

策
 

  
小

林
議
員

 
子

ど
も

の
貧
困

の
実
態

調
査

を
実
施

し
、

的
確

な
支
援

を
行

う

こ
と

に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま

す
。
 

 
保

健
福
祉

部
長

 
子

ど
も

の
貧
困
率

は

13・
９
％
、
子
ど
も
の
７
人
に
１
人

が
貧
困
状
態

に
あ

り
、

社
会

全
体

の
大

き
な

課
題
で
す
。「
ひ
た
ち
子

ど
も
プ
ラ

ン
２

０
１
５

」
改
訂

の
た
め

の
ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
で

、
よ

り
正

確
な

実
態
把
握

に
努

め
、
対
策
の
更
な

る
充

実
に

生
か

し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

 
小

林
議
員

 
子

ど
も
食
堂

の
取
組

み

を
お
伺

い
し
ま
す
。
 

 
保

健
福

祉
部

長
 
平
成

29年
度

か

ら
、
地

域
福
祉
と
児
童

福
祉

の
向

上
を

目
的
と

し
て

、
開

設
団

体
に
補
助

を
実

施
。
市
内
３

か
所

で
、

月
１
回
低

額
料

金
で
手

作
り
食
事

を
提
供
。

ま
た

、
遊

び
等
で

子
ど

も
の
居
場

所
づ

く
り

や
子

育
て
支
援

に
な
っ

て
い

ま
す

。
今

後
、

開
催
頻

度
を
増
や

す
こ

と
を

実
施
団

体

の
皆
さ

ま
と

検
討

を
進

め
る

こ
と

や
、

身
近

な
場
所

に
開

設
さ

れ
る

よ
う

に
取

組
ん

で
い
き
た
い
。
 

 
小
林

議
員

 
若
者

は
非
正

規
労

働
や

ブ
ラ
ッ
ク
企

業
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

、
 

    
２
０

０
６

年
に
改
正

さ
れ

た
教

育
基

本
法
に

、
親

と
し

て
の

学
び

や
育
ち

に

関
す
る

「
家
庭
教

育
支
援

」
の

条
文

が

盛
り
込

ま
れ
、
保
護
者

の
責
任

や
、
国
、

地
方
公
共
団

体
の
責
任

が
明

記
さ

れ
ま

し
た
。

家
庭
教

育
支
援

の
施
策

に
つ

い

て
質
問

し
ま
し
た
。
 

 
教
育

部
長

 
家
庭
と

は
、

家
族

を
通

し
て
初

め
て

他
者

と
の

関
係

を
築

く
最

も
小
さ

な
社

会
。

家
庭
教

育
は

、
大
人

に
な

る
上

で
大

き
な

意
味

を
持

つ
も

の
。
し

か
し

、
ご
指
摘

の
通

り
役
割

を

果
た
す

こ
と

が
で

き
な

い
ケ
ー
ス

も
あ

り
ま
す

。
市

と
し

て
は

、
子

ど
も

の
成

長
に
合
わ
せ
（

１
）
切

れ
目

の
な

い
支

援
の
た

め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
２
）

子
育

て
情
報

の
提
供
（
３
）

子
育

て
を

学
ぶ

機
会
の

提
供

を
お

こ
な

っ
て

い
ま

す
。

保
健
福
祉
部

と
連
携

を
図
り

、
あ

ら
ゆ

る
機
会

を
通

じ
て

、
保
護
者

の
状
況

を

踏
ま
え

た
支
援

を
お
こ

な
い

、
親

と
し

て
の
学

び
や
育
ち
を
応
援
し
て

ま
い
り
 

高
い

自
殺
率

と
い

っ
た

社
会

的
困

難
の

中
に

あ
る

「
貧
困
世
代

」
と
言
わ

れ
、

こ
の

現
状

を
変

え
な
け

れ
ば

、
子

ど
も

の
貧
困
問
題

も
悪

化
し

ま
す

。
貧
困

や

格
差

は
「
無
縁
社

会
」

を
う

み
ま

す
。

親
心
か

ら
傍

か
ら

は
見

え
に

く
い

子
ど

も
の
貧
困

に
つ

い
て

、
重

要
施
策

と
し

て
、
対
策

に
取
組
ん
で

く
だ

さ
い
。
 

 
小

林
議

員
は

さ
ら

に
、

学
習
支
援

事

業
に

つ
い

て
と
就

学
援
助
制

度
に
お

い

て
の

生
活
保
護
基
準
引
下
げ

に
よ

る
影

響
に

つ
い
て

質
し
ま

し
た
。

 

   ま
す

。
 

 
小
林

議
員

 
子

育
て

の
自
主
性

を
尊

重
し
、
支
援

に
取
組
ん

で
く

だ
さ

い
。
 

 
さ
ら

に
、

小
林

議
員

は
「

家
庭
教

育

支
援
法

案
」

は
「

家
庭

や
私

的
領

域
に

国
家

が
介
入

し
よ

う
と

す
る

も
の

」
と

し
て
、
憲
法
第

24条
を
否
定

す
る
危
険

な
動
き

に
つ
い
て

 

質
し
ま

し
た
。
 

      （
表
面

最
下

段
か

ら
の
続

き
）
 

 「
高

す
ぎ

る
保

険
料
」
 

差
し

押
さ

え
増

の
懸

念
 

  
国
保
料

の
高
騰

の
な

か
で

、
全

国
的

に
「

高
す
ぎ

て
払

え
な

い
」
滞

納
者

が

増
え

、
差

し
押

さ
え
件
数
が
増
え

て
い
 

 

反
対

討
論
 

大
曽

根
議

員
 

  
国

の
予

算
の

概
要

は
、
改

憲
の

動
き

と
呼
応

し
て
、さ

ら
に

大
軍
拡

を
進

め
、

「
専

守
防

衛
」の

建
前

を
か

な
ぐ
り

捨
て

て
、

本
格

的
な
攻

撃
能

力
の

整
備

に
踏

み
込
む

予
算
に

な
っ
て

い
ま
す

。
 

 
暮

ら
し

経
済

で
は

、
大
企

業
や

富
裕

層
優

先
で

、
国
民

に
冷

た
い

「
ア

ベ
ノ

ミ
ク

ス
」

の
本
質

は
変

わ
ら

ず
、

社
会

保
障

の
自

然
増
削

減
や

大
企

業
へ

の
減

税
等
、「

格
差
と
貧
困

」
を

拡
大
す

る
予

算
に
な

っ
て
い

ま
す
。
 

 
平
成

30年
度

 

一
般

会
計

予
算

に
つ
い

て
 

  
地

方
自

治
体
は

住
民

の
暮

ら
し

を
守

る
の

が
第

一
の
任

務
で

す
。

人
口

減
少

な
ど

で
市

民
税
が

減
少

す
る

な
か

で
、

２
５

０
億

円
を

超
す

基
金

か
ら

97億

円
を
繰

り
入
れ

ま
し
た

。
 

 
し

か
し

国
民

健
康

保
険
に

は
一

円
も

繰
り

入
れ

ま
せ
ん

。
そ

の
た

め
に

保
険

料
が
値

上
げ
に

な
り
ま

す
。
 

 
個

人
事

業
主

、
非

正
規
労

働
者

、
高

齢
者

、
低

所
得
者

な
ど

立
場

の
弱

い
人

た
ち
が

大
勢
加

入
し
て

い
ま
す

。
 

 
こ

う
し

た
人

た
ち

へ
の
配

慮
が

な
い
 

 ま
す
。日

立
市

は
平
成

28年
度

93件
の

差
し
押

さ
え

が
あ

り
、
滞
納
者
へ

の
相

談
・
支
援
の
強

化
を

求
め
ま
し

た
。
 

 子
ど

も
の

均
等

割
り
 

軽
減

す
べ

き
 

  
国

保
は

世
帯

の
人

数
が
多

い
ほ

ど
保
 

予
算
で

す
。
 

 
投

資
的

経
費

は
前

年
度

比

51億
円

増
の
１

７
４

億
円

。
新

庁
舎

建
設

事
業

な
ど
継

続
事

業
、

新
た

に
日

立
港

区
の

港
湾

関
連

用
地

整
備

、「
真
弓

ル
ー

ト
」

整
備
な

ど
不

要
不

急
の

事
業

に
多

額
の

予
算

が
計

上
さ

れ
て

い
ま
す
。
 

 
マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
交

付
 

促
進

事
業

な
ど

に
つ

い
て
 

  
税

と
社

会
保

障
の

個
人

情
報

を
国

が

一
元

的
に

管
理

し
、

徴
税

の
強

化
、

給

付
の

抑
制

を
狙

う
と

と
も

に
、

権
力

の

国
民

監
視

と
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
漏

洩
の

恐

れ
が
あ

る
も
の

で
す

。
 

 
徴

収
事

務
経

費
の

う
ち

茨
城

租
税

債
権

管
理

機
構

負
担

金

に
つ

い
て
 

  
債

権
機

構
の

過
酷

な
取

立
て

、
差

し

押
さ
え

が
問
題

に
な

っ
て

い
ま

す
。
 

 
市

民
の

生
活

再
建

を
重

視
し

、
納

付

相
談

に
乗

り
な

が
ら

、
相

談
者

が
自

立

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

が
基

本

で
す

。
同

機
構

へ
の

移
管

は
す

べ
き

で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
 

  
そ

の
他

、
国

保
関

係
、

介
護
保

険
関

係
議

案
に

反
対
し

ま
し
た
。
 

  険
料

が
高

く
な

り
、

生
ま

れ
た
ば

か
り

の
子

ど
も

に
も

国
保

料
が
課

せ
ら

れ
る

仕
組

み
に

な
っ
て

い
ま

す
。
 

 
子

ど
も

二
人

で
８

万
円

を
越

え
ま

す
。

 

 
子

育
て

支
援

は
大

事
な

課
題

で
あ

り
、

軽
減

を
求

め
ま

し
た
。
 

小
林

議
員

の
一

般
質

問
 

自
主
性
の
尊
重
を
・
家
庭
教
育
支
援
 

日立市学校給食の例 

子
育
て
支
援
の
拡
充
を
 


